エイブンガク キョウジュ マザー クララ マリオン クロフォード by 北原 妙子 et al.
23
清泉女子大学紀要　第 61 号　2013 年 12 月
清泉女子大学初代学長
マザー・クララ・マリオン・クロフォード
24
清泉女子大学紀要　第 61 号　2013 年 12 月
英文学教授、
マザー・クララ・マリオン・クロフォード
北原　妙子（東洋大学）
要旨
　清泉女子大学の初代学長、マザー・クララ・マリオン・クロフォードについて
あまり詳しい記録は残っていない。在任期間が 12 年と歴代学長の中では一番長
く、それは大学が横須賀で開校し、五反田に移転するまでの時期と重なる。初期
の卒業生達はクロフォード元学長に教わったことを誇りとし、厳しく仕込まれた
英国風の英語の発音を今でも披露する。本稿はクロフォード元学長の大学人、特
に英文学教授としての仕事を探る試みである。
　クロフォード元学長は出自について語ることは少なかったが、実は米国連邦議
会議事堂上を飾る彫像で知られる彫刻家、トーマス・クロフォードを祖父に、ロ
マンス作家として名高い F・マリオン・クロフォードを父に持つ。米国籍ではあ
るが、南イタリアで育ったクララ・クロフォードは、19 歳になる直前の多感な
時期に父を亡くし、32 歳で聖心侍女修道会に入会する。第二次世界大戦終了後、
修道会本部の指示のもと清泉女子大学設立に携わるため、数年の予定で来日し
た。
　戦後混乱期の日本で、英語の知識も乏しい女子学生を相手に、英語・英文学教
育のみならず、建学の精神でもあるキリストの教えを伝えるよう初代学長は奮闘
する。実際の教え子達に取材し、残された論文や教科書から、元学長の研究と教
育について具体的に推測し検証を加えると、彼女のカトリシズムへの深い傾倒が
窺える。同時に知識の伝授に留まらず、教え子達へ奉仕の精神や慈愛というもの
を、身をもって示していたことも分かってくる。そうした教えのもと、教養ある
国際的にも通じる女性達が巣立っていった。最終的には日本を永住の地と選び、
多くの教え子達に見送られ帰天したクロフォード初代学長は、当初期待されてい
た以上の成果を成し遂げたのではないだろうか。
Mother Clare Marion-Crawford, Professor of English
Taeko Kitahara
Abstract
　Not much is known about the first president of the Seisen University, Mother Clare 
Marion-Crawford. She served as the president as well as the professor of English at 
the university for twelve years. Her tenure coincided with the establishment and early 
history of the university’s Yokosuka campus. Most of the graduates taught by Mother 
Crawford are proud about having been her students and still speak English with an 
impressive British accent. This essay will trace Mother Clare Marion-Crawford’s 
career at the Seisen University, especially as a professor of English. After exploring 
her early life in southern Italy, I will examine how she began her missionary career, 
which brought her to Japan after World War II. Using the existing textbooks and 
her essays on English literature, I would like to analyze the messages and ideas she 
25
清泉女子大学紀要　第 61 号　2013 年 12 月
conveyed to her students as a Catholic nun. Also, through my interviews of her former 
students, I will attempt to understand what her classes were like and what she actually 
taught. Thus, I hope to present a rounded image of Mother Clare Marion-Crawford 
and to reevaluate her commitment to the education, based on Catholic principles, of 
Japanese women at the university. 
はじめに
　本稿は清泉女子大学初代学長をつとめたマザー・クララ・マリオン・クロフォード
（1890-1975）について、大学人、特に英文学教授としての仕事をたどる試みである。クロ
フォード学長は自身の出自について多くを語らなかったが、実は米国の著名な彫刻家トー
マス・クロフォードを祖父に、そして人気小説家 F（フランシス）・マリオン・クロフォー
ドを父に持つ。米国籍だが南イタリア、ソレントで育ったマザー・クララはどのような経
緯で来日し、清泉女子大学と深く関わるようになったのだろうか。そして戦後の日本で、
いかなる英語・英文学教育を行ったのか。彼女についてはクロフォード研究家の間でも伝
記的な詳細は知られず、清泉女子大学での様子も明らかではない。そこで実際の教え子達
の声を集め、残された論文や入手できた教科書から、当時彼女が行った研究及び授業を推
測し検証を加える。卒業生達の言葉から浮かび上がるマザー・クララの人物像そして彼女
が清泉女子大学史でどのような足跡を残したかを探りたい。
１．イタリア時代
　クララ・マリオン・クロフォードの生涯を考察するにあたり、はじめに彼女の祖父と
父について触れる必要がある。先述したようにマザーの父、F・マリオン・クロフォード
（1854-1909）は米国籍であるがイタリアに生まれ、イタリアに眠る。これは彼の父、即ち
マザー・クララの祖父、トーマス・クロフォード（1814-1857）が彫刻家であったことと
関係している 1。
　米国国会議事堂上の「武装した自由の女神」像（1856）で知られる彫刻家の祖父が活動
の拠点として選んだのはローマであった。そこでニュー・イングランドの名門ウォード家
の令嬢ルイザと出会い結婚、4 人の子供を授かる。末子で待望の長男、フランシス・マリ
オンが生まれて 3 年ほどで、トーマスは脳腫瘍のため亡くなる。ルイザは未完成の夫の作
品を完成させる都合もありローマにとどまり長らく米国には戻らなかった。
　母の希望もあり、フランシス・マリオンは米国の高校に通うがなじめず、イタリアへ帰り、
大学教育は英国、ドイツ、イタリアで受ける。ローマ大学で学んだサンスクリット語に魅
了された彼はインドを訪れ、アラハバードで新聞の編集に携わり、これが作家としてのキャ
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リアの始まりといえる。米国でインドでの体験談を小説にするよう勧められ、1882 年に『ミ
スタ・アイザックス』 2 というタイトルで出版、ベストセラーになる。以後、フランシス・
マリオンは 40 冊以上にわたるヨーロッパや米国を舞台とするロマンスを残す人気作家の
道を歩むことになるが、彼が生活の拠点に選んだのもやはりイタリアであった。
　サンタニエッロにあるナポリ湾を見下ろす邸宅を購入、改装し、ここがヴィラ・クロ
フォードとして知られ、作家は「ソレントの貴公子」の異名を取った。彼は後にカラブ
リア州にあるカルロス 5 世が海賊を撃退したという歴史的な塔、サン・ニコーラを仕事場
用に 33 年間のリースを結び、愛用のヨット、アルダ号で海を渡り、この場所で執筆した。
彼の有名な怪奇小説、「血は命の水だから」（“For the Blood is the Life”）3 はこの塔が舞台
となっている。
　マザー・クララは過労気味の父が療養のため訪れていたミュンヘンで生まれたが、総じ
てこの南イタリアで育った 4。住まいはヴィラ・クロフォード、長じてはアルダ号でサン・
ニコーラまで父に伴い、彼の作品や文学について語り合ったという。マザー・クララを理
解するにあたり、米国籍ではあるが父同様にイタリアで、文学や芸術を愛する父、社交界
の華であった母 5 のもと、ヨーロッパ的教養を身につけるという特別な環境で育ったとい
う背景を忘れてはならない。
　クララは少女時代より勤勉で、13 歳の時には父と一緒にダンテを読んでいた。ベルギーと
英国の学校に学んだとされ、16 歳でピアノ奏者としての才能も見せ、またイタリア語、フラ
ンス語など外国語にも堪能、オペラ歌手を一時志した父譲りの音楽や語学への造詣を示して
いた。17 歳の時にローマ社交界にデビュー、美人の姉同様に注目を集めたようだ。もっとも
父フランシス・マリオンはクララのことを「長期的には社交界を好むには聡明すぎる」6 と
考えており、その後のクララの生き方から推して、これは洞察力に富む見解であった。
　父親とクララの絆は、作家の晩年一段と深まることになる。青年時代、インドで感染し
たマラリアが原因で、後年までクロフォードは肺と胃を患う。プロの作家となってからは
年に二冊新作を出すというペースで仕事をし、1897 年頃からはイタリアと米国で暮らし
創作のみならず、宣伝に努めた。作家本人が自作やイタリアでの経験について米国各地で
講演旅行を行うのだ 7。イタリアについての講演は人気が高かったという。しかし 1897-
98 年の講演旅行の際、悪天候でも仕事を優先したため喘息を発症し、これが 50 歳代後半
で逝去する遠因と考えられている。
　1907 年に最後となる米国での講演旅行を終え、作家は 10 月にソレントに戻る。クララ
もチフスにかかった後だが順調に回復し、病身の父の慈しみとなった。1909 年 4 月に作
家は心臓発作を起こし亡くなるが、死の直前まで可能なときは一日 16 時間近くまで仕事
をした。口述筆記や編集作業を通じ、クララは作家の創作活動を大いに助けた。最後のサ
ン・ニコーラ訪問となった 1908 年秋にもクララは父に同行し、その際の書簡に作家は次
のように記している。
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残っている私の娘、クララはここに一緒にいます。多くのことをするにあたり、私
のよき友で慰めでもあります。私の子供たちの中で、彼女はただ一人美貌に加え才
能にも恵まれています。その上美しい心を持っており、これは稀なことです。幸い
彼女は私を大変に好いてくれ、私たちはこの寂しい場所で楽しい時間を共に過ごし、
丘を散歩し、塔の屋上にある大きなテラスで月光のもと夕食をとります（下線は筆
者）8。
父娘の間の細やかな愛情、信頼が窺える。偉大な作家で最愛の父が亡くなったのは、クラ
ラが 19 歳の誕生日を迎える数日前のことであった。
　その後、1922 年にクララが聖心侍女修道会に入会するまでの足跡はあまり知られてい
ない。おそらく母と共にヴィラ・クロフォードに暮らし、社交界に出て婚約者があったと
も言われる 9。最終的にクララは生涯を神に捧げる道を選び、それは母の再婚が契機になっ
たという 10。同年に父方の伯母、明治時代に来日しその書簡集で知られる、メアリー・フ
レイザー元英国公使夫人が亡くなったことも一因かも知れない 11。いずれにせよ、生き方
として女性の結婚が当然視された時代、そうした社会的な地位に固執せず、あえて精神性
の高い道を選んだ決断は父の予見を裏付けたと言える。
２．来日まで
　1922 年 11 月 20 日、32 歳の時にクララ・マリオン・クロフォードはローマにあるカトリッ
ク聖心侍女修道会に入会する。1925 年 5 月 21 日に初誓願、1931 年 2 月 2 日に最終誓願を
立てた。初誓願当初からマザー・クララは夜間学校でフランス語並びにピアノを教授し、
最終誓願を立てた後も英語を教えた 12。来日以前よりマザー・クララの教育者としての適
性や才能の片鱗が垣間見える。1930 年代には、マクミラン社へ父の著作権への問い合わ
せをする書簡が残る 13。ここからは彼女が実務家としての才覚も併せ持っていた様子が観
察できる。パトリシア・ヘーゲマンは、第二次大戦中、マザー・クララが修道女であった
ことが幸いし、ローマで米国籍の身分が保護されたことを指摘する 14。そして大戦後、彼
女が米国籍であったことが再びマザー・クララの人生を大きく変えたといえよう。
　清泉女子大学の開学史は 1934 年にさかのぼるが、大学として本格的な発展を遂げるの
は第二次世界大戦の終了を待たねばならなかった。1947 年、米国海軍横須賀基地ベントン・
ウィーヴァー・デッカー司令官の招聘で、横須賀にキリスト教理念に基づく全人教育を目
指すミッションスクール設立が計画され、専門学校の形態を経て、文学部（国文学科と英
文学科）を有する新制の単科大学が開校されることになった。終戦直後の日米関係を考慮
し、学長には大学人にふさわしい教養ある「米国籍」の人材が求められた。米国の聖心侍
女会では会員の大半がスペイン人でアメリカ人が少なかったため、ローマ本部修道院より
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諸条件を鑑みマザ ・ークララが適任として任命されることになった 15。当初の任期は1、2年、
極東の地への派遣となれば当人に躊躇もあったと思われるが、親交ある同僚でローマ出身
の会員、教皇ピウス 11 世の姪にあたるロシナ・ゴリニの派遣にも励まされ来日した。滞
日経験を持つ伯母メアリ ・ーフレイザーの存在も助けとなったであろう。もっともマザ ・ー
クララが終生日本で過ごすことになろうとはそのとき誰も予想しなかったことだろうが。
　1947 年 5 月末、他 8 名の修道女と共にマザー・クララは待機先のフィラデルフィアか
ら日本へ向かい出発した。ニューヨーク、ミネアポリス、エドモントン、アラスカ、シェ
ミア島と 5 カ所もの中継点を経て東京に至るという長旅であった。連合軍総司令部（GHQ）
が許可した者のみ入国できるという状況で、米国の軍用機に便乗するという特異な事例で
あった。初めてのフライト、道中濃霧で飛行機が墜落したかも知れないと危惧されたこと
や、到着後も羽田空港から横須賀までの迎えに手違いがあり初台の修院に行ってしまい大
騒動になるなど劇的な旅路であった。しかし波瀾の幕開けにもかかわらず、神の御心を伝
えようと来日した一行の情熱は深く、各人はじきに持ち場で力量を発揮し始めた 16。
３．清泉女子大学にて
　マザー・クララの役目は学長兼英文学科の教授であった。学長としての在職期間は 12
年と歴代の諸学長の中でもっとも長い。この時期は大学が横須賀で開校し、五反田に移転
するまでの時代と重なる。
　『泉は涸れず』上・下巻、その続編、そして清泉女子大学大学史を参照すると、マザー・
クララの八面六臂の活躍ぶりが随所に指摘される。英文科の主任を務めた時期もありそれ
だけでも大変忙しいはずだが、授業の担当コマ数は多く、加えて中等部の英語の授業、大
学生や青年社会人グループに英語の個人教授をしていた。必要に応じ小学生にピアノの
レッスンや学芸会用に易しい劇を書き下ろし、発音や所作まで指導したという。こうした
広範囲にわたる多様な業務をこなす一方で、英文科教授として学問的には厳格な授業を行
い、課外に学生の個人指導も厭わない精力的な仕事ぶりであった 17。数カ国語に堪能なマ
ザー・クララは日本語を話さなかったものの 18、当時の学監・教務部長のシスター・アン
トニア・内山の助力を得て大学運営にも携わった。学長として卒業式などの式典や行事を
執り行うのはもちろん、人事でも日本人任せにせず、シスター・内山と共に退職を控えた
酒井善孝元東京大学教授を勧誘に行ったエピソードも大学史に残っている 19。
　もちろんキリスト教の精神を生き抜く姿勢でこれを教え子達に伝え、「全てを通して神
を賛美していた」20 という姿勢は、日頃から日本人子弟に自然と伝わったのではないか。
先述した多様な業務に加え、マザーは修道院内の時間割を守り日々神への祈りを捧げて
いた。他に実践的なところでは、イタリア語の『聖心の信心』をマザー・クララが英訳
し、それを教え子達が邦訳、日本語の冊子（『聖心の使徒』）を作り配布するに至った。ま
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たマザー・クララはマフラーを手編みで作り、横須賀にある聖ヨゼフ病院に入院中の不治
の患者へ渡すよう学生に持たせるなど、ボランティアの精神と「恵まれない者」への愛
を率先して示した。授業を “In the name of the Father” と祈りの言葉で始め、学生には “My 
children” と呼びかける様子にも篤い信仰心が反映されている 21。実際マザー・クララ達に
学び、洗礼を受けた教え子が多数現れたことも彼女達修道女の伝道活動の成果といえよう。
以上は主にこれまでの出版物からまとめられるマザ ・ークララの姿で、彼女が真摯で勤勉、
理想的な修道者・大学教授であったことが窺える。
　では実際に学生達の知るマザー・クララはどのような人物か。初期の卒業生達 22 に取
材すると、皆一様に彼女に対し深い敬愛の念を持ち、マザーに教わったことを誇りに思っ
ている様子が伝わる。学年ごとにマザーとの心理的距離は変化するが、比較的遠慮がちな、
マザー・クララが学長を退く最終年の教え子達（第 7 期卒業生）でさえ同窓会を「クララ
会」と命名したくらいだ。
　マザー・クララは長身で美しいキングス・イングリッシュを話し、淡いブルーの眼をし
た「高貴な面影」の持ち主であった。全身黒の修道服に身を包んだ彼女は堂々と品位があ
り圧倒的な雰囲気を持っていたという。学生に対して英語の発音はやかましく、アメリカ
英語にならないよう注意した。「時間厳守」が強い印象に残る卒業生もあり、授業の鐘と
同時に教室に入ることから「消防自動車」23 という異名もとった。また授業は完全に英語
で行われ、学生達は当初は分からないまま懸命に授業についていった。授業は手取り足取
りという訳ではなく、日々の予習は欠かせず、家族からもよく勉強すると感心されたとい
う。彼女たちは疑問点・不明点は自ら質問して明らかにしていった様子だ。その分、身に
つけた英語力は確かなもので、教え子達は現在も見事な英国風の発音である。外国人から
は「どこで英語を習ったのか」と問われることが少なくないそうだ。大学の附属中学・高
校でシスター達から英語を学んだものがいたとはいえ、英語の素養が少ない学生達に日本
語を使わずに英文学を教えるのはさぞかし「忍耐」がいっただろう、と卒業生達は口を揃
える。
　マザー・クララの授業は、「本物」の英語で英文学の講義が受けられる「忘れがたい」
経験であったという。本格的な授業に接し「面白かった」「楽しかった」という声も多い
一方で、それは緊張感のある時間でもあり、英語が得意ではないあるいは威厳あるマザー
に圧倒された学生達には「恐い」と思うくらいの迫力だった。宿題を忘れると「なぜして
こないのか」と皆の前で問われるほどの学問への真剣さがあった。教える内容は正統派、
シェイクスピア劇、ロマン派の詩、ヴィクトリア朝の小説と英文学の王道を学生に教えた。
しかし授業は厳格というだけではなく、授業内や課外で演劇の指導をする際、マザー・ク
ララは学生の演技に手を叩いて純粋に喜んでいたという。提出物の英作文は細かく添削が
入り、卒業論文作成にあたっても、学生に合ったテーマを提示し、難しすぎる作家を学生
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が選ぶような場合は他の作家をすすめた。そして論文の完成度が高くなるよう週二回も丁
寧な個別指導が行われた。
　マザー・クララは生い立ちについて多くは語らなかったが、何も知らずに卒論の主題に
フランシス・マリオン・クロフォードを偶然選んだ学生があった。そのとき彼女は大変喜
び、「激務の傍ら」「卒論のためにまさに『生き字引』となって」学生を導いた 24。その学
生にはジョン・ピルキントンがハーヴァード大学に提出した作家についての博士論文のコ
ピー 25 を貸与し、こうした貴重な資料も惜しみなく与える寛大な親切心はマザー・クラ
ラの人柄をよく表す逸話である。
　真面目であると同時にマザー・クララはユーモアのセンスもあり、「チルドレン、字引」
と辞書引きを促し、「アッ、そうですか」などと片言の日本語で場をなごませたようだ 26。
文学史では、ディケンズやワイルドについて作家稼業の裏話を学生に披露し興味を引かせ、
俗世間に通じている様子も見せた。世間とは、そして人間とは何かよく分かっており、そ
の上であえて修道生活を選んだことを示す逸話である。
　授業は少人数教育なので家庭的な雰囲気だったといわれる。授業外でもマザー・クララ
は学生達にとって母のような存在で、時に自身の育った家庭での幸せな記憶を伝え、在学
中の学生に不幸があれば気持ちを寄り添わせ励まし、卒業後も教え子の悩みに耳を傾け、
願いを叶えるために共に祈った。祈りが叶ったと学生が報告すれば、それは「神のお陰」
とあくまでも謙虚なのである。以上からは気さくで、優しく共感力の高い人物像が浮かび
上がる。学者や修道者になった卒業生をはじめ、現在に至るまで彼女から学んだことを生
き生きと語る卒業生の姿から、学生に細やかな愛を注いだ、聡明で立派なマザー・クララ
が清泉女子大学に遺した仕事の大きさは計り知れないと言えよう。
　修道会に入会することは、自分の過去と訣別することである。それ故、マザ ・ークララ・
マリオン・クロフォードは近しい学生を除いては彼女の生い立ちについてあまり言及しな
かったのだろう。しかしながら、マザー・クララのエピソードは彼女がいかにクロフォー
ド家の一員であるかを雄弁に物語る。本人が数カ国語に通じ、後ろ手で引けるくらいピア
ノの名手でかつ歌も上手いように、多芸多才であるのはもちろん、学生に語った「芸術で
一番素晴らしいのは三次元の世界をもつ彫刻」27 という祖父の仕事を意識した言葉や、文
学への造詣の深さから、芸術を愛し職業とした一家の血筋を感じさせる。早世した祖父、
父共に伝記から分かることは、二人がアメリカ人らしく大変勤勉であり、長時間仕事に打
ち込み、質の高い作品の制作を心がけるような職業人としての意識が高いことだ。マザ ・ー
クララの場合は修道生活という「プロフェッション」を追求し、祖父や父のような仕事ぶ
りを体現した。それではクララ・マリオン・クロフォードが清泉女子大学の英文学科教授
として、実際にどのような授業や研究を行ったのか。次に彼女の手作り教材や学術論文を
検証したい。
31
清泉女子大学紀要　第 61 号　2013 年 12 月
４．研究・教育
１）研究論文
　マザー・クララによる英語の論文は『清泉女子大学紀要』に 3 本掲載されている。それ
らは “The Rebel Poet” （1954）、“The Mood and Melancholy of the Poets” （1957）、”New England 
Transcendentalism” （1963）である。公的には 12 年の在職中に論文 3 本というのは寡作とい
う印象を与える。しかしながら行事や会議などをこなす学長職の遂行に加え、学生教育へ
の本格的なコミットメント、そして修道女としての生活があり、マザー・クララが研究を
一義とみなすのではなく、教育に心血を注いでいた様子が窺える。この数少ない論文を通
読するとマザー・クララの文学観や思想が垣間見られ、彼女の人柄並びにどのようなスタ
ンスで教育に臨んだかが分かってくる。以下、それぞれ具体的に見てみよう。
　“The Rebel Poet”（1954）はロマン派詩人、パーシー・ビッシー・シェリー（1792-1822）
についての論考である。他の論文はそれぞれ複数の詩人や思想運動とそれにかかわる人
物達を扱うが、この論文では 30 歳を目前に夭折した天才詩人一人の生涯と作品を扱って
いる。実際、シェリーの人生は劇的で、才気あふれるがあまりに型破りな思想と行動か
ら、論題にあるように、シェリーは体制への反逆児のような存在であった。その人生を概
観すると、貴族の出自であるが、オックスフォード大学在学中、「無神論の必要性」（“The 
Necessity of Atheism”）という小冊子を出版し放校処分となる。21 歳で若い娘ハリエット・
ウェストブルックと結婚するも、傾倒する哲学者の娘メアリー・ゴドウィンと駆け落ち、
最初の妻に自殺された末、メアリーと再婚、スキャンダルを逃れイタリアへ渡り詩作を続
けるが、1822 年 7 月 19 日にイタリア、スペツィア湾で溺死する。
　こうした生き様や無神論者ぶりから推すと、シェリーはマザー・クララが本来批判的に
考える文学者なはずだが、この論文を読むと彼の詩作品はその行いを超越するまでの高い
評価が与えられている。論文では「無類の」詩人の経歴をたどり、その詩作が独自である
こと、とても「純粋」で「調和が取れ」、概して初期のギリシア詩に匹敵する様なプロッ
トにとらわれない点を認めるべきであると主張。そして分析不可能に近い詩作は、批評家
の言を借りるのではなく、直接に作品を読むべきとも説く。この主張を裏付けするべく、
実際に本論文はシェリー作品の引用が多く、詩人自身の言葉を用いてその価値を雄弁に語
らせている。 
　「アラストール」（“Alastor”）、「鎖を解かれたプロメーテウス」（“Prometheus Unbound”）
などの代表的な詩作に触れつつ、詩論「詩の擁護」（“A Defence of Poetry”）を取り上げ、
思考の明晰さ・形式の調和を兼ね添える点が論の魅力とする。「詩人は世界の非公認の立
法者」であり人間が詩的な存在であることを謳うこの詩論は、品格があり、「英語で書か
れた最も美しい評論」と絶賛する。
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　彼をキーツと並んで「美の創造者」とみなし、シェリーにおいては美と愛とが一体であ
るという思想も指摘する。次いで「雲雀に」（“To a Skylark”）から長く引用し、いかに彼
が真の抒情詩人かを美しい響きで示しながら、他作品にも見られる「寂しい」特色を披露
した後、自我の高揚を示す雲雀が高く舞う場面で結ぶ。最後に高名な「西風の歌」（“Ode 
to the West Wind”）の一節を引き、西風をミューズとみなし、自分を風に一体化させると
いう、シェリー独自の全作品に通じる精神を示す。
　シェリーは圧政に対抗する理想主義者、理想の愛と美の求道者で、詩とリズムをこ
よなく愛した。論文には次のような記述がある。“Shelly when not viewing things through 
his rebellious spirit . . . is the great seeker of an ideal beauty, of a living spirit he was in search of, a 
‘dream-maiden’ who might satisfy his love of beauty.” 28　晩年にはシェリーは反抗心のもたらし
た過ちに気付いた様子だ。マザー・クララは、シェリーが全ての創造主である神を通して
愛や美を見出さず、真実の精神まで近接したものの、キリスト教の教義を通じ可能であっ
たろう社会・哲学的問題の解決をはからなかったことから真実を見いだせなかった、と考
える。だがそれは、少年時代、天賦の才がシェリーには荷が重く、道徳心の涵養もなされ
ずに周囲の無理解が彼を孤独に追いやったことにも原因があるとしている。かくして論考
からは、マザ ・ークララが「崇高さ」と「絶妙な音楽」を生むシェリーの詩作を深く愛し、
十二分に理解していることが窺える。
　シェリー論の中には独創性に欠ける現代詩人への批判があるが、これは次の論文での主
張につながる。“The Mood and Melancholy of the Poets” （1957）は「メランコリー」の概念
を中心においた詩人論である。ここでいう「メランコリー」とは病ではなく、広義の気鬱
のことだ。芸術的傑作は「インスピレーション」、閃きの成果とみなされるが、実は「ムード」、
気分と切り離せないのでは、と問題を提起する。絵画を例に取ると分かり易いが、傑作の
本物とそのコピーは明らかに異なり、素人でもその違いを一瞬で見抜く。その違いは本物
の芸術には「真実」が宿るからで、「生命感」があるからだ。これを生み出すのが天賦の
才とそれを生む「ムード」なのだとマザー・クララは主張する。
　偉大な創作者として、グレイ、クーパー、キーツ、ホーソーン、シェイクスピア、ミル
トンが主に論じられ、各人のメランコリーと創作について検証される。グレイの場合は優
れた詩人であったにもかかわらず、置かれた時代が散文を重んじることから孤独を覚え、
それがメランコリーにつながり、結果的に名作を生んだとする。クーパーは自分の心と魂
が揺れるようには、その繊細な感性を作品でめったに再現できず苦悩する。キーツは結核
故、自身の短い生涯に悲哀を感じ、その詩作は悲しみをたたえる。ホーソーンの場合は神
の恩寵を理解せず、ピューリタン的狭量に陥り、自分を孤独な立場に追いやり、罪の意識
や良心の呵責といった問題を熟考する。彼のメランコリーは選択した自らの生き方の結果
でもある。シェイクスピアは、世間とはどのようなものであるか明確に理解したことから
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メランコリーを覚えたとする。それは過ちが見過ごされ、正義があざ笑われるような所で
ある。ミルトンはその人生が窮乏生活に陥り、著作が焼かれ、失明するなど幾度にもわた
る試練を経験するが、心と魂が憂鬱で孤立したことから『失楽園』の完成度は高まりその
才能に磨きがかかったとする。
　これらの文学者に比べ、キルケゴール哲学が流行した後の、「不毛」や「虚無」が核となっ
ている近現代の詩作は批判的に捉えられる。ホーソーンのピューリタニズムを批判的に論
じた際にも言及されるが、論者はカトリック信仰の有無が作者の世界観ならびに創作に大
いに影響すると考えている。そして実はムードが天才と融合することで創作が叶う、「閃
き」は「詩的気分」と表裏一体だが、才能がそれらを開花させなければ全ては無効、とす
る。原文は次の通りだ。
　Each [man of letters] suffered and groaned under the presure [sic] of it, and produced 
works in which their heart-strings vibrated in contact with the mysterious influences of some 
touch of melancholy. This enables us to discover how much mood is actually blended with 
genius; what grand consequences it is able to lead him up to; how inspiration is ever the twin 
spirit of poetical mood, but also how all would be of no avail if genius did not foster it. 29
将来的には現代の文学者も過去の天才達から学び、不死鳥のように灰から再生して欲しい
と希望的に結ぶが、具体名こそ出さないまでも現代文学の精神的な荒涼を嘆く様子が伝わ
る。天才の創作における「閃き」にメランコリーとの接点を見出したのが本論文の独創性
と論考の大きさであるが、具体的な作品分析が少なく、ホーソーン批判に見られるように
カトリシズムの枠組みから外れる作者への共感的な理解を欠くのが惜しまれる点だ。
　“New England Transcendentalism”（1963）では、19 世紀中葉にみられた米国での超絶主
義運動の歴史とその実態をたどる。運動の始まりとなるカントやヘーゲルらドイツ哲学者
の影響に触れ、米国では 1836 年に発足した「超越クラブ」に端を発し、文学作品に主な
影響がみられることを指摘する。運動の特色は、自己信頼、個人主義、自己修養、悪の否
定的性質についての知識、道徳・自然法則との完全な同化などである。運動は二派に分かれ、
それぞれ実験的な共同体を形成した。即ち社会派と呼べるグループが「ブルックファーム」
（Brook Farm, 1841-47）を、神秘主義や美に関心のある内向的なグループは「フルーツランド」
（Fruitlands, 1843-44）をつくった。フルーツランドについては、一日の過ごし方や、菜食
主義の食事形態を紹介するが、ブルックファームに関する詳細は省略される。これらの運
動は神学的基盤がない上、経済的にも失敗に終わる。
　論文は「超絶主義運動がおかれた根本的道徳原則を俯瞰することを目的とする」30 とあ
るように、その運動の主要人物、チャニングやパーカー、機関誌『ダイアル』（The Dial, 
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1840-44）の特徴に触れ、特に中心人物であったエマーソンに注目する。エマーソンにつ
いての分析は重点的で、まず彼のスタイルを考察、「作家の中でも最も非体系的」とみなす。
自分の思想を伝えるために、警句や格言を用い、文章細部の豊かさのために全体的なまと
まりを犠牲にするとも述べる。少し長いが原文を引用したい。
　Someone once declared, and I cannot but agree with him, that Emerson’s epigrams are 
electric shocks, equal to some of our shabby sensational modern literary ones. He sacrifices 
everything to directness, but bothers little over proving his point. His terse refinement 
of phrase, and inclusive illustrations are his charm. His ideas are on the scale of the 
hemisphere, his sentences are a bundle of curiosities—bits of mosaic work amidst sweeping 
generalizations given in essences. His style, armed with bristles, wants that repose he never 
discovered or possessed. 31
そして長所・短所共に並列するが、実のところ短所の指摘が多い。例えばエマーソンは視
点が鋭くとも視野が狭く事実を知らない、自分の理論と合わない人物の人生や作品を無価
値と判断する、外国語の知識を持たず、明確な芸術的基準や批評対象への想像力を欠くと
いったものだ。一方、彼の独創性、自然体、その文章は時に魅力的でフレーズが概して直截・
明晰であること、想像力が純粋、流れるごとくに語る雄弁さといった長所もあげる。総じ
て二番目の論文にあったホーソーン批判と連動するかのように、エマーソンの独善性が非
難されることになる。
　最後にマザー・クララは超絶主義運動の意義を問い、運動の根本にあった試み、「新た
なエデン」を築くことが出来るのは、真の教会の基盤においてのみと結ぶ。この運動に
おいて現れたカトリックに改宗した二名、宗教家で著述家のオレステス・ブラウンソン
（Orestes Brownson）と、後に使徒パウロ修道会を設立したアイザック・ヘッカー（Isaac 
Hecker）の名をあげ、精神的な混沌と原始的な文化の中からアメリカのカトリック教会に
おける偉大な人物が生まれたことが特筆される。論文自体はエマーソンについての考察が
長く、ここにも「アメリカ人」としてのマザー・クララの意識が窺えるが、論文全体の構
成としてはむしろ不均衡となり、論旨も前後して分かりづらい側面がある。論者自身も認
めているものの、超絶主義運動の米文学への影響が割愛される点、論考に偏りを持たせて
しまう。しかしながらマザー・クララ自身のルーツである米国の思想運動故か主題への熱
意が強く感じられる論文となっている。
　上記がマザー・クララ・マリオン・クロフォード論文の概観であるが、3 本に共通する
のはテーマの如何に関わらず論者のカトリシズムである。信仰の有無という観点から文学
者や思想運動が評価されているのが特色ともいえる。散文より韻文を好み、真・善・美を
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主張する論者は、審美主義的な読みを行っているようにも思えるが、文芸美への崇拝以上
に神への敬意が根底にある。“Self-Reliance” を唱えるエマーソンはアメリカ思想史・文学
史では「アメリカン・ルネッサンス」 32   の中心人物とみなされ、現在でも地位揺るぎなき
存在だ。その思想や業績を批判的に考察してこなかった者にとって、マザー・クララのエ
マーソン批判は驚きかつ新鮮であろう。もっともカトリシズムに則るマザー・クララ独特
の文学観は広義の文芸批評という営為の中では特殊な印象がある。これらの論文が発表さ
れた時期は文学作品の自律性を唱える「新批評」の勃興時期と重なるが、詩を扱っても彼
女はテーマ批評に流されるわけでない。全ての創作に神の摂理を見出す様子は、キリスト
者ならではの観点であり、制約ともいえる。だが、信念がぶれない点こそ評価すべき点な
のであろう。こうした思想が彼女の教育にも反映され、特に文学史の扱いでそれは顕著だ。
では続いて教育内容をみていきたい。
２）授業
　大学でマザー・クララが担当したクラスには英語、英文法、英文学史、ギリシア神話、
教職課程の教授法があり、他に卒論指導や課外の演劇指導があった。このうち文学史、教
職課程クラス、ギリシア神話については幸いガリ版のテキストが現存するので受講生の声
とあわせてマザー・クララの教育を検証したい。
　1 クラスは 90 分だが 45 分間で休憩をはさんで行われた。月曜から金曜日まで毎日何か
しらマザー・クララの授業があったので、大学生は日々マザーと接した。文学史は 1 年次
から 4 年次にかけて教えられ、現代に近く、比較的理解しやすいヴィクトリア朝文学から
時代を遡ってロマン派、チョーサーなどの中世文学へと展開された。開学当初は戦後で教
材もなかったため、米軍基地から譲り受けたような洋書を用い、アンドリュー・ラングの
ロングマン版英国文学史 33   に基づきマザー・クララが講義、学生はそれを書き写すといっ
た様子だった。第 5 期生くらいになるとマザーの作成した教科書（Extracts from English 
Literature: Victorian Age）で授業が行われたが、途中からは先のロングマン版英国文学史が
入荷したためそちらを使うようになった。始めからラングの本を入手できた学生の言によ
ると、この文学史を四年間かけて読み進んだという。これらは書き込みとともに後輩達に
伝えられていく。
　教職課程は 3 ～ 4 年次にテキスト Notes for Talks on the Method of Teaching を説明しなが
ら進んだ。教育実習では附属中学の生徒が大学まで放課後出向き、女子大生が模擬授業を
行う様子をマザー・クララが教室の後ろで視察した。開学時にはなかった科目、ギリシア
神話は Hints on Greek Mythology: Quotations from Milton and Other English Authors という題名
の教科書を 4 年次で講義、学生は内容を詳細まで理解し暗記する必要があった。
　これらの 3 種類のテキストは A4 版の用紙縦半分くらいの大きさで（縦約 15.5cm、横約
18.5cm）、マザーがタイプ、或いは誰かが手書きで丁寧に記した原版を印刷、製本した文
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字通り手作りの教材だ。
　授業の進め方は、まず前日の復習から始まり、学生達の不明点を明らかにする。前日に
習ったことの意味を確認した上で、次に進むのだ。それからテキストに沿って内容を英語
で説明、コメントがあり、難しい部分はパラフレーズし学生達に理解させる。
　授業中は名簿の順に次々質問されるので、少人数クラスの学生にすれば気の抜けない授
業であった。初めて日本人学生に接した際には、言語の問題もあり教員・学生共に大変な
苦労があっただろう。特に開学当初は熱意と期待のあまり、マザ ・ークララは学生と衝突し、
怒りをあらわにすることもあったという。その後は外国人学生の対応にも慣れたのか、怒
られたというより諦観された、という声が多くなる。しかし気短なマザ ・ークララは “Quick, 
quick, children.” とせかすこともあった様子で、解答が出ない場合は自ら解答を示した。自
発的な解答が得られると不正解でも “Very, very good.” と積極性を評価し、褒めて育てる方
針を実践していた。学生達は本格的な英語学習の初心者である。はじめからは全て分から
ないながらも、懸命にマザー・クララの言葉を聞き、ノートに書き取ることで少しずつ授
業が理解できるようになったようだ。
　評価に際してテストは全て口頭試問が実施された。個別面談の形式で、文学史などは年
号や固有名詞などが詳しく質問され、学生は正確な理解を求められた。ギリシア神話も「神
話とは何か」というような大きな問いもあり、また細部の暗記も必要であった。その他は
レポートで、授業で習ったことをまとめる場合や自由に英作文する場合があったという。
マザー・クララは学生の作文を一人ずつ丁寧に添削し、レポートは真っ赤になって返却さ
れた。文章化が困難な学生にとって短文でしか表現できない内容を数行になるよう加筆し、
英語で表現するとはどうするものか示した。これは卒論指導の際も同様で、マザー・クラ
ラがヒントを与え学生はそこから論を進め、更には語学的にも磨きをかけられたのである。
卒業論文で選ばれた詩人・作家も多岐にわたり、ワーズワース、キーツ、シェリー、ロゼッ
ティ、シェイクスピア、ディケンズ、スティーヴンソン、ホーソーン、クロフォードなど
であった。このことからも学生の関心の広さ、そして卒業時には本格的な英米文学の作家
に学生が挑戦できるまでの語学力が身に付いた様子が窺える。
　こうした授業以外にも他の担当教官による一般教養科目をはじめ、キリスト教学、音声
学やイディオムについて学びそらんじるクラスもあったので、学生達の勉強量は相当なも
のだったと推測できる。それでも「楽しかった」「面白かった」「マザー・クララの授業は
欠かさなかった」という声が大部をしめるのは、学生にとって実のある授業だったからで
あろう。実際、「情熱的」「親身」と多くの教え子達はマザーのことを評価している。
　なお課外でもマザー・クララは学生教育に余念がなく、書簡から推すとディベートなど
も指導していた様子だ 34。また、先に少し触れたが、年ごとに演目を変えシェイクスピア
劇も課外で上演され、彼女は『オセロー』『リア王』『ジュリアス・シーザー』などから重
要な場面を抜粋し、台本を書き直して学生達に英語劇を上演させた。練習すればマザーは
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「そこでは声を大きく」など演出もしたという。戦後の物資の限られた時代、シーツをトー
ガの代わりに用い、舞台装置も手作りし、メイクも工夫した。学生・教員共に楽しんでい
た様子だ。
　以上が聞き取りをふまえた授業、評価方法、課外活動の様子の再現であるが、3 冊の貴
重な教科書を手がかりに授業内容をもう少し探ってみたい。
３）教科書の印象
　教科書を概観すると、マザ ・ークララが論文で述べている主張と呼応する側面が窺える。
即ちカトリック的価値観への崇敬とそれを反映させた文学作品を重んじる姿勢だ。文学史、
教授法ともに彼女の個性が反映され、ギリシア神話についてのテキストは相対的に知識の
提供に徹していると言える。
　Hints on Greek Mythology: Quotations from Milton and Other English Authors はある意味画期
的なテキストである。というのも、英米文学を理解するにはギリシア神話の知識は欠かせ
ないが、大学の授業では必ずしも系統だって教えられるとは限らないからだ。現在でも一
般教養の英語の授業で習うことがあれば幸運で、自主学習が期待されている分野といえる。
しかしマザー・クララはそうは考えず必須とするようにした。教科書の第 1 部で文学作品
と古典の関係から紐解き、ギリシア神話を学ぶ目的、寓話と神話について定義し、聖書の
創世記との関係、クロノス、プロメテウス、パンドラ、洪水、オリュンポスと概観し、ゼ
ウスやジュノー、マールス、ダイアナ、ヴィーナスなど有名な神々についての説明が続く。
そして第 2 部でミルトンの「リシダス」「ラレグロ」「ペンソロソー」の作品と神話人物達
の関係や、キーツ作品で言及されるエンデュミオーンにも項目がさかれる。これらは詳し
い評論というわけではないが、神話が詩作で具体的に使われる箇所が分かる。教科書の英
語は分かり易いとはいえ、子供時代から聖書や神話に親しんでいない日本人子女にはこう
した内容を全て英語で読解、講義を通じ吸収するのはチャレンジであったろう。同時にこ
れらの基礎知識があって初めて、英米文学作品をはじめ西洋絵画や彫刻などの芸術全般の
充分な理解にも至るので、マザー・クララは実に適切で必須な入門テキストを準備したと
言える 35。
　一方、著者の個性が表れるのは教職向けのテキストだ。Notes for Talks on the Method of 
Teaching は 7 章立てで章の見出し 36 を順に記すと、イントロダクション、経験の諸相、環
境の力、諸力の配置：葛藤、学校の影響、若い生徒と学生に難しい主題を教える方法のヒ
ント、特別な主要点、となる。通読すると中高生に英語を教える方法論というより、児童
の成長、発育過程を考慮して、どのように接して生徒を指導したらよいかが主眼となって
いる。児童心理を勉強することもできるような内容だ。英文科の教職課程の教科書と予想
するものとはいささか異なるが、教え子達がいずれ結婚し、マザー・クララの言葉を借り
れば「良き母になる」ことを想定すればこのようなテキストが用意されるのであろう。内
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容的にもアリストテレス、カーライル、ペスタロッチやデューイーなど古典、教育学的権
威を引用しつつ、子供時代から学ぶにあたり実体験の大切さ、子供の好奇心や個性の尊重、
詰め込み教育の無効を説く。そしていかに児童の気持ちをつかむか、子供の洞察力は大人
の予測を超えることもあるが、大人のやることの意味が全て分かっているわけではないこ
とも補足する。他の主張は次の通りだ。児童教育において導き手である教員が生徒との間
に愛情や信頼を築くことが肝要である。そして教育者は忍耐強く学び、生徒の気質に合わ
せ適性を観察するべきである。環境や遺伝的要因の考慮、子供が葛藤するときは乗り越え
られるような精神力を鍛錬する助力の必要、両親と学校が対立した場合の対応、その背後
にある問題の示唆など、時代を超えた側面も指摘され、そこで述べられるのは穏健で妥当
な見解である。
　興味深い児童心理への洞察として第 7 章で述べられる「はにかみ」についての言及があ
る。思春期の若者によく観察される恥ずかしがりという反応は時に「自然」と信じられる
が、実は「過剰補償」を示し、「臆病」と「野心」が結びついた結果だという。換言すれ
ば無意識のうちに抱く「見栄」や自己評価の高さが「はにかみ」につながるわけで、謙虚
さの表れではないという 37。はにかむ生徒達ははじめから「成功」を期待しており、その
ために必要な努力を怠っていると考えられるのだ。この指摘は極端な恥ずかしがりは病気
の一形態であるという最近の報道を想起させ 38、先見性のある分析と考えられよう。
　当該書は、以上のような真っ当な主張を展開するのだが、そこには通底するものがある。
それは「慈愛」（Charity）を求めるキリスト教の精神だ。まとめの部分で小・中学校で教
え始めるにあたり、「高邁な目的」のために努力するのは正しいことと生徒に示す必要が
ある、だがそれは同時に忍耐がいることでもあるとマザー・クララは説く。若者は性急に
成功の結果のみ求めがちで、達成には時間が必要という教えは容易に理解されない。それ
を理解した上で、教育者は記憶力や教える技術や才能に頼りすぎずに、「慈愛」の心をもっ
て生徒達の過ちを正し導く必要があるという。一見ランダムに書かれた印象も与えるが、
実は Notes for Talks on the Method of Teaching は、学問的な明敏さと宗教的な基盤によって
成り立っているのである。
　この教授法の教科書以上に著者の個性が発揮されるのが、文学史 Extracts from English 
Literature: Victorian Age である。ここにはマザー・クララが重要と考える計 11 名の文学者
と歴史家、カトリックへの貢献者が取り上げられている。掲載順には次の通りである。バー
ビントン・マコーリー卿、ジョン・ヘンリー・ニューマン、エリザベス・ブラウニング、
ロングフェロー、テニスン、サッカレー、ディケンズ、ラスキン、ジョージ・エリオット、
アーノルド、スティーヴンソンである。各人の項目では、その人生、作品、スタイル、短
所、特徴（長所）、文学史の中での地位といった内容が記される。それぞれ均等に扱われ
る訳ではなく、例えばディケンズには大きく頁がさかれており（全 28 頁中、4.5 頁）、他
は約 2 頁にまとめられる。
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　この教科書が興味深いのは、文学史にありがちな紋切り型の説明ではなく、全てがマ
ザー・クララ独自の観点から編纂されている点だ。特に各人の評価できる点、短所共に忌
憚のない指摘がなされる。文学者たちの選択にもマザー・クララ自身の思想や評価が反映
されており、「英語文学」の中で米国からはロングフェローのみ取り上げられ、ポオやホー
ソーンなどは除外されている。ディケンズやサッカレーの同時代人、ヘンリー・ジェイム
ズや、活躍時期がやや世紀末にかかるがオスカー・ワイルドは含まれない。ヴィクトリア
朝小説は難解な英文で知られるので、学部学生が実際に読んで理解できる作家達という現
実的な判断もあっただろう。同時に学生達が知っておかなければならない文学者たちを紹
介する目的もあり、選択肢が限られてきたとも思われる。
　マザー・クララによる文学史の授業を受けた学生達に取材すると、彼女が英文学を表面
的な知識ではなく「自分のものとして語った」ということが最も印象に残る点だ。講義内
容についての深い知識、記憶力もさることながら、作家にまつわる雑談も興味が尽きず、
そこに教員独自の見解が付け加えられ、学生達は英文学を深く味わうことができたという。
ベーオウルフの時代から始まりヴィクトリア朝で終わるオーソドックスなアンドリュー・
ラングによる文学史の教科書は、教える側からすれば、同じ箇所を繰り返しているはずだ
が、その都度マザー・クララはマンネリズムに陥ることなく、文学を読む喜びを学生達に
伝えたようだ。そして作品から、決して説教じみずに人生の教訓を読みとり教えたという。
聡明な学生達は、カトリシズムにつながる強調点がある作家や詩人がマザー・クララの好
みであると把握していた。例えばワイルドやバイロンはそれぞれ「人生が怪しげ」「素行
が問題」ということで勧められず、神への信仰が篤いシェイクスピア、ロマン派の詩人た
ち、テニスンを好み、散文では貧しい者への愛が深いディケンズを評価した。文学者とし
ての評価はディケンズよりサッカレーの方が高いが、好んだのはディケンズの方であると
学生達は理解していた 39。非キリスト教的考え方を嫌う様子は、先に触れた 3 本の論文か
らも明らかで、終始一貫した主張と教育方針が窺える。
　マザー・クララが教えた文学史からは、結果的には正典の文学者、歴史家、枢機卿が主
に紹介される。それは、戦後日本における英文学教育の草分けとして、キリスト教の精神
を基礎にした、西欧的な「教養」を与える新しい道だったといえる。これらの文学作品を
通して、学生達はキリストの教えを自然と学んでいった。もちろん、課外のクリスマス行
事や養護施設の訪問などの福祉事業への参加がキリストやその慈愛を体得させる一助に
なっていたことは言うまでもない。知識の上だけでなく日常的に建学の精神が吸収されて
いったのである。かくしてマザー・クララによって、学生にとっては挑戦心をかきたてら
れる充実度の高い授業が展開されたことは想像に難くない。そして高い英語力を身につけ、
英文学を充分理解できるために包括的な視点から構築されたカリキュラムの元、少人数制
の密度の濃い教育が実現したと言える。
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結びにかえて：　愛と祈り
　清泉女子大学の建学の歴史を振り返ると、キャンパスの五反田移転で決断・実行力のあっ
た第二代学長、シスター・エルネスティナ・ラマリョが大きく取り上げられるように思う。
それに比べマザ ・ークララの扱いは地味である。しかしながらクララ・マリオン・クロフォー
ドが日本人子女の教育活動に、全身全霊をもって従事したことはもっと知られてもよいか
と思う。情報の交換が容易でない時代、外国で言葉が通じない相手に誠意を持って手探り
しながら英語、英文学を教育する。単なる英文学の知識や英語の語学的技術に限らず、キ
リストの教えや一人の人間としてどうあるべきか、実際に身をもって示す。その上、女性
が学長であることがまだ珍しい時代、学長職も勤める。マニュアルなどがない領域で、マ
ザー・クララは文字通りのパイオニアであった。そしてマザーの教えを十二分に吸収した
品位・教養を兼ね備え、国際的にも通用する日本人女性が育ったことは彼女の最大の功績
であろう。
　愛弟子の言葉によると、マザー・クララは「豊か」で精神的に「与えるものが多い」人
物であったという。何よりクロフォード家で一流の文化人達、作家や画家、学者や貴族達
と子供の頃から接し、「本物」の文化や教養とは何か体得していたのだろう。それは学問
的には厳格だが愛情と思いやりに溢れた本人の生き方や教えにも表れ、戦後日本の知に渇
いた女子大生達に熱心に吸収された。マザー・クララは他者に対し物事を善意に解釈した
という。実例をあげると、仮に他人とぶつかった時、多くは他人のせいにして相手を責め
るが、マザー・クララは相手に対して「かわいそうに、大丈夫か」と心配ができるような
人物であったという。自分の幸せより他人の幸せを願い、実行ができる理想的なキリスト
者であったといえる。だがそもそも修道女である以前に、彼女はこのように大きな包容力
をもって考え、行動できたのだろう。それが「美しい心」の持ち主とマザー・クララを呼
んだ父の言葉を裏書きしていると思われる。
　退職後、マザー・クララは大船の修道院で穏やかに過ごし、思いやりをもって後進のシ
スター達の指導にあたる。プライベート・レッスンを通じ、元教え子などの希望者に英語
を引き続き教えてもいた。晩年、脳出血のため失明こそ免れたが視力が弱くなり、好きな
読書が叶わなくなった。教え子達の朗読を聞くのを楽しみにしていたという。こうした
試練に耐え、亡くなる一年前に自分の幸せをうたった手記をスペイン語で残している 40。
1975 年に帰天、大学葬が営まれた。大船の聖堂に遺体が安置された際は、教え子が代わ
る代わる最期の挨拶に訪れた。棺に眠る顔はとても美しかった、と教え子達は語る。
　かくも希有な人材であったクロフォード家の末裔と日本との縁は非常に深かったと言え
る。病後、イタリア帰国の誘いを断り、日本を永住の地と選んだ決断からも、マザー・ク
ララの日本、日本人に対する深くまっすぐな愛が伝わる。彼女と学生達は母と娘のような
絆で結ばれていたといっても過言ではないだろう。「娘達」は控えめなタイプから、積極
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的に先生と関わろうというタイプ、そして始めから既に信者のもの、在学中に信仰心が高
まりシスターになるものまで様々であった。取材した印象ではシスターになった教え子に
対しマザー・クララは後進として惜しみない愛情を注ぎ、大きな期待を抱いていた。積極
的な学生は容易に彼女の懐に飛び込めた様子である。だが内気な大和撫子タイプの学生を
かわいがらなかったかというと決してそんなことはなく、卒業後、大学の行事で再会する
と喜び、自分から一緒に記念写真の撮影に誘うのであった。各自の個性を見極めて、「娘達」
に接していたのだろう。「母」の大いなる愛である。
　第二次大戦後の混乱期、日本でデッカー司令官や聖心侍女修道会が予想した期待をはる
かに上回る偉業をマザー・クララ・マリオン・クロフォードは成し遂げたと言えよう。今
日に至るまで、マザー・クララは思慕と敬意をもって彼女を記憶する教え子達の心の中に
生きている。学問的な知識や英語力に限らず奉仕の精神、慈愛の心、寛大さといった「マ
ザー」の教えは、「娘達」の間に着実に浸透し、今後も彼女たちと関わる者に受け継がれ
ていくことだろう。
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